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第
一
次
中
期
経
営
計
画
を
振
り
返
る

当
財
団
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン「
’22
ビ
ジ
ョ
ン

（
２
０
１
３
〜
２
０
２
１
年
度
）」が
ス
タ
ー

ト
し
て
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。ビ
ジ
ョ
ン

最
初
の
３
年
間
に
当
た
る
「
第
一
次
中
期

経
営
計
画（
２
０
１
３
〜
２
０
１
５
年
度
）」

は
、「
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
の
基
盤
づ

く
り
」の
フ
ェ
ー
ズ
と
位
置
づ
け
、「
学
術

論
文
発
表
」
を
は
じ
め
、
機
関
誌
「
観
光

文
化
」『
旅
行
年
報
』「
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
な
ど
で
成
果
発
表
を
行
う
こ
と

を
前
提
と
し
た
研
究
活
動
を
定
着
さ
せ
ま

し
た
。　

ま
た
、「
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」や

「
自
然
公
園
研
究
会
」
に
代
表
さ
れ
る
国

内
・
海
外
の
研
究
者
の
方
々
や
行
政
関
係

発
的
組
織
〕へ
の
進
化
」の
フ
ェ
ー
ズ
と
位

置
づ
け
ま
し
た（
図
１
）。

「
創
発
的
組
織
」
と
は
、「
研
究
員
の

さ
ら
な
る
専
門
性
向
上
と
、
研
究
員
相
互

の
強
固
な
連
携
・
協
力
に
よ
り
創
造
的
な

成
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
組
織
」

で
あ
り
、「
’22
ビ
ジ
ョ
ン
」の
期
間
を「
創

発
的
進
化
期
間
」と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

第
二
次
中
期
経
営
計
画
で
は「
創
発
的

組
織
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
く
意
識

し
、
当
財
団
の
研
究
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
海
外
を
含
め
た
外
部
の
研
究
者
や
研

総
務
部

「
創
発
的
組
織
」へ
の
進
化
を
目
指
し
て

〜
第
二
次
中
期
経
営
計
画
と
２
０
１
６
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

活
動
報
告

者
、観
光
振
興
の
実
践
者
の
方
々
と
連
携・

協
力
し
た
研
究
活
動
や
、「
た
び
と
し
ょ

Cafe
」
に
代
表
さ
れ
る
観
光
文
化
の
振
興

に
資
す
る
情
報
発
信
に
意
欲
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

組
織
運
営
面
で
は
南
青
山
に
新
社
屋

「
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
」（
２
０
１
６
年
８

月
下
旬
完
成
予
定
）
の
建
設
を
決
定
し
、

中
長
期
的
に
安
定
し
た
運
営
の
基
盤
を
構

築
し
ま
し
た
。

第
二
次
中
期
経
営
計
画
〜

「〔
創
発
的
組
織
〕
へ
の
進
化
」

当
財
団
は
、
第
一
次
中
期
経
営
計
画
の

成
果
を
踏
ま
え
、「
第
二
次
中
期
経
営
計
画

（
２
０
１
６
〜
２
０
１
８
年
度
）」
を
「〔
創

究
機
関
、
行
政
関
係
者
、
観
光
振
興
の
実

践
者
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
た
多
様
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
（
こ
う
し
た
活
動
の
場

を
「
観
光
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と

総
称
）を
展
開
し
、「
実
践
的
な
学
術
研
究

機
関
」
と
し
て
の
役
割
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
の
取
り
組
み

「〔
創
発
的
組
織
〕へ
の
進
化
」
に
向
け

た
初
年
度
と
し
て
、
２
０
１
６
年
度
は
以

第二次中期経営計画
～「創発的組織」への進化～

「創発的組織」とは、研究員の専門性向上と、
研究員相互の連携・協力により

創造的な成果を生み出すことができる組織です

図1   第二次中期経営計画のポイント

＜目標＞
1．「実践的な学術研究機関」として「強み」となる研究分野を
拡充する

2．「日本交通公社ビル」をネットワークの活動の舞台
（観光研究プラットフォーム※）とする
3．一人ひとりの研究員が自己と組織を研磨し、
「創発的組織」をつくりあげる
4．自律する研究員のワークスタイルを確立する
5．新しい環境下における安定的な財団運営体制を確立する

※観光研究プラットフォーム
コンセプトを「創発の拠点」とした「日本交通公社ビル」を中心に、当財
団の研究員をはじめ海外を含めた外部の研究者や研究機関、行政関係
者、観光振興の実践者等にも活用いただける観光に関する多様なネット
ワーク活動の場を「観光研究プラットフォーム」と総称し、展開します。
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振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
、
政
策
提
言
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
意
識
し
た
、
よ
り
質
の
高

い
成
果
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、「
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
」の
活
用

に
向
け
て
、「
旅
の
図
書
館
」や
、
貴
重
な

蔵
書
や
当
財
団
の
研
究
成
果
を
展
示
す
る

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」、
外
部
の
方
々
に
も
活
発

に
利
用
い
た
だ
く
「
各
種
会
議
室
」
な
ど

の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

当
財
団
活
動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

い
た
だ
け
る
方
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充

に
も
改
め
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る「
第

二
次
中
期
経
営
計
画
」お
よ
び「
２
０
１
６

年
度
事
業
計
画
」
を
中
心
に
、
当
財
団
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

●

「
日
本
交
通
公
社
ビ
ル
」と
い
う
新
た
な

環
境
、
新
た
な
組
織
体
制
の
も
と
、
全
役

職
員
は「〔
創
発
的
組
織
〕へ
の
進
化
」
を

目
指
し
て
新
た
な
気
持
ち
で
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。引
き
続
き
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
部　

企
画
創
発
課
長

相
澤
美
穂
子
）

下
の
取
り
組
み
を
中
心
に
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
組
織
運
営

「
第
二
次
中
期
経
営
計
画
」の
ス
タ
ー
ト

に
合
わ
せ
、２
０
１
６
年
度
よ
り
新
た
な
組

織
体
制
に
よ
る
運
営
を
行
い
ま
す（
図
２
）。

研
究
部
門

「
観
光
政
策
研
究
部
」「
観
光
地
域
研
究

部
（
観
光
文
化
研
究
部
か
ら
名
称
変
更
）」

「
観
光
経
済
研
究
部
（
新
設
）」
の
３
部

体
制
と
し
ま
す
。
各
部
は
連
携
し
な
が
ら

「
観
光
政
策
や
観
光
地
経
営
に
関
す
る
分

野
」「
観
光
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
や
観

光
に
よ
っ
て
生
じ
る
変
化
（
諸
問
題
）
に

関
す
る
分
野
」「
観
光
統
計（
国
内
市
場
・

訪
日
市
場
）
や
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
に

関
す
る
分
野
」
な
ど
の
研
究
に
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

現
行
の
「
観
光
研
究
情
報
室
」
の
機
能

を
強
化
し
、
よ
り
情
報
発
信
力
を
高
め
る

た
め
に
、「
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を

新
設
す
る
と
と
も
に
、
同
セ
ン
タ
ー
内
に

「
旅
の
図
書
館
」「
企
画
室
」「
編
集
室
」を

設
置
し
、「
旅
の
図
書
館
」の
運
営
を
は
じ

め
、「
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」「
た
び

と
し
ょCafe

」な
ど
の
企
画
運
営
、
当
財

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
広
報
機
能
、
機

関
誌
「
観
光
文
化
」や『
旅
行
年
報
』の
編

集
・
発
行
を
行
い
ま
す
。

総
務
部

「
総
務
課
」「
経
理
課
」「
企
画
創
発
課

（
企
画
課
か
ら
名
称
変
更
）」
の
３
課
を
設

置
し
ま
す
。特
に「〔
創
発
的
組
織
〕へ
の
進

化
」に
向
け
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
組

織
と
し
て
、企
画
課
を「
企
画
創
発
課
」と

名
称
変
更
し
、
よ
り
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

●
２
０
１
６
年
度
事
業
計
画

２
０
１
６
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し

て
き
た
研
究
成
果
を
も
と
に
、
社
会
的
な

観
光
へ
の
期
待
や
課
題
に
向
き
合
い
、
具

体
的
な
解
決
策
な
ど
を
提
言
し
得
る
研
究

分
野
に
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
す（
図
３
）。

ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
観
光

図2   新しい組織体制（2016年4月～）

図3   2016年度の主な調査研究活動
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○主な研究活動
・都道府県や政令指定都市を中心とした観光政策に関する研究
・観光地経営計画の体系化や実践に関する研究
・温泉地におけるまちづくりに関する研究（「温泉まちづくり研究会」の運営）
・観光資源の分類や評価とその活用に関する研究
・自然観光地の管理運営のあり方に関する研究（「自然公園研究会」の運営）
・全国的な観光地・観光施設などの状況調査
・観光経済の長期的課題に関する統計分析及び事例研究
・訪日市場の現状分析及び諸課題に関する研究　　　　　等

○4つの独自調査
・JTBF旅行実態調査（直近1年間に実施した旅行について調査）
・JTBF旅行需要調査（回数や意向等旅行に関する意識を調査）
・DBJ（株式会社日本政策投資銀行）・JTBFアジア8地域・訪日外国人旅行者の意向調査
・観光政策に関する調査
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